
【大光銀行】功罪相半ばする創業者の横顔　ご当地銀行の合従連衡史

新潟県長岡市に本店を置く大光銀行＜8537＞。その源流は1928（昭和3）年12月に設立した北越産業
無尽にさかのぼることができる。その創業と発展に大きく関わったのが、1947年に新潟石油販売（現
和田商会）を設立し、新潟商工会議所の会頭となった和田閑吉。北陸ガス（現在は敦井産業のグループ
会社）の創業者であり、美術品収集家としても知られる敦井栄吉とともに、新潟県経済界の草創期の重
鎮とされる“越後の三吉”と呼ばれた駒形十吉であった。

国民無尽商会と合併し、大光無尽に

駒形十吉は、1901（明治34）年に長岡市に生まれ、大阪の株式取引商で実務経験を積む。1928年に
北越産業無尽の支配人として創設に参画し、当時厳しい経営状態にあった同無尽の再建に取り組んだ。
1941年には同無尽の社長に就任し、個人事業から法人成りした国民無尽商会と1942年に合併、大光無
尽を設立した。

その後、大光無尽の社長として順調に業績を伸ばしていく。1946年には第4代の長岡商工会議所会頭に
就任、長岡経済界の重鎮として長岡市の発展に尽力する。そして1951年5月に制定された相互銀行法の
施行に伴い、同年10月には無尽組織から相互銀行に転換した。

駒形十吉が地元経済界にとって重要欠くべからざる存在であったことは事実だ。だがその反面、公器と
しての金融機関にとっては、厳しい評価をせざるを得ない一面もあった。不正融資をはじめとする乱脈
経営に同相銀を導いた一面があったからだ。

ジャーナリスト中川一徳氏による『二重らせん
欲望と喧噪のメディア』（講談社）によると、駒形の経営私物化ともとれる振る舞いが目に余るものだ
った様子が記されている。

「乱脈融資事件」で経営が傾く

駒形は共に功罪相半ばする存在の田中角栄を「角」と親しみを込めつつ呼び捨てにするほど昵懇の仲で
、1970年には同相銀の私物化ともとれる駒形の振る舞いを、50人近い支店長や部長が告発したことも
あったという。告発の内容は債権取立てで得られるお金で私腹を肥やし、私邸の改修費や保養ですごす
熱海の施設経費を同相銀に支出させ、親族企業へ不正融資を行うなど多岐にわたり、その告発はクーデ
ターとも騒がれた。

その年、駒形は会長に退く。だが、1979年4月には簿外債務保証が743億円に達していることが発覚し
、214億円の累積赤字を計上した。同年秋に大光相銀は強制捜査を受け、当時、頭取だった娘婿は引責
辞任後に特別背任罪で逮捕、翌1980年3月には旧東証1部の上場廃止となった。「大光相互銀行の乱脈
融資事件」といえば、業界に身を置く人間でなくとも記憶に残る事件だった。

その後、大光相銀は、全国88の金融機関から約540億円の低利融資を受け再建を図った。融資返済によ
って一応の再建が完了したのは、相互銀行法の廃止に先立ち、多くの相互銀行が普通銀行へ転換した19
89年の前年のこと。こうして大光相互銀行は、まるで第4コーナーでまくりをかけるように、他の相互
銀行に歩調を合わせ、1989年8月に普通銀行に転換、大光銀行と改称した。



40年前の事件を乗り越えて……

大光銀行には無尽の時代に一度合併したほかは、目立ったM＆Aはない。その後、頭取は旧大蔵省から
招いていた。そして2019年6月、大光銀行はいわゆる生え抜きの石田幸雄氏が頭取となる。石田は乱脈
融資事件以後の経営再建や1989年の普通銀行への転換、東京証券取引所への再上場など、節目ごとに
中心的な役割を果たした人物だ。

その就任当時、石田は「40年前の事件から完全に払拭されるのではないか」と語ったという。確かに事
件を払拭したかのように、営業姿勢も顧客重視へと変わった。1999年10月の新潟中央銀行の経営破綻
後の営業譲受けも、大光銀行を中心を担っていた。現在は“あの事件”を乗り越え、着実に地域金融と
しての地歩を固めつつある。

駒形十吉の名誉のため、汚名返上の意味を込めて記すと、新潟県に限らず、どの地域でも、いわゆる「
地元の名士」は功罪相半ばする存在である。

駒形の功績は芸術面、地域貢献の面で光るものがあった。1964年、国内で初めて「現代美術館」を標
榜した長岡現代美術館を開設し、日本近代洋画の作品群「大光コレクション」を公開した。戦後有数の
個人コレクションと称されている。その後、日本画や工芸の蒐集に努め、1994年には「駒形十吉記念
美術館」を開設した。

今や全国区となった長岡まつり大花火大会も、その発案には駒形によるものだった。駒形は第二次大戦
直後の長岡鉄道の経営不振時に市財界を束ねて協力し、その主導によって1945年8月1日の長岡空襲か
らの復興を願い、翌1946年8月1日に戦災復興祭を開催した。それが今日の長岡まつりとなり、長岡大
花火大会となった。
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